
6月29日（月）、航空連合沖縄は那覇空港ビルディング（株）
に対して政策要請を行い、この中で前期までの要請内容や意見
交換も踏まえた那覇空港の施設・環境改善における継続課題の
検討状況が示されました。

2026.07.01 No.27-95

航空連合沖縄が那覇空港ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞに政策要請を実施！

～施設整備と利便性向上へ議論を深める～
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【継続課題に関する検討状況】

①空港周辺の路上駐車対策（環境対策・景観対策）
• 東側周回道路の路駐問題は認識。要望の「ポール設置」に向けて現在検討中。

②空港内のトイレ施設の改善について
• 要望を踏まえ、ゲート内女子トイレの混雑解消など、空港全体の改修を議論中。

③PBB（旅客搭乗橋）の安全性・空調対策
• 要望のステップの滑り止め設置は発注済で、今年度内に全PBBで工事完了見込み。
• 空調設置は巨額の費用を伴うため、本体の更新時期に合わせて検討予定。

④空港内案内表示の多言語化
• 要望を踏まえ、視認性を考慮した表示言語数について、他空港の事例を踏まえなが

ら検討中。

また、施設内でのレンタカー引渡
行為に対する取り締まり強化など、
働くものを含めて空港関係者が重要
視している課題についても議論を
深めました。航空関連産業は地域を
支える必要不可欠な社会インフラで
あることから、沖縄の活気ある豊か
な未来をともに創るための対応を
強く要請しました。
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